




















































































旅館業第8条関係︓営業従事者が常駐できるための設備の基準

葛飾区旅館業法施行条例第８条第９号

規則で定める基準に適合した営業従事者が常駐できるための設備を
設けること。

※既存施設への適用なし（規則で定める基準とは？）
① 居室とすること。

② 営業従事者が常駐できるための設備、客室及
び廊下との境界が耐久性を有する材質で作られ
た壁、扉等を用いて明確に区画され、客室、廊
下等から容易に見通せない構造とすること。

③ 営業従事者が常駐できるために十分な広さ
があり、営業従事者以外の者がみだりに立ち
入ることができない位置及び構造とすること。

④ 出入口は、客室を通らずに出入りすること
ができる位置とすること。

(床面積)4.8㎡以上 × (天井高)2.1ｍ以上

→ 居室は、建築基準法により天井高2.1m
以上必要と規定されている。

【居室にあたるもの（例）】 居間、食堂、寝室、書斎、応接室、喫茶室、事務室、休憩室など
【居室にあたらないもの（例）】玄関、廊下、階段、便所、リネン室、倉庫、住宅用の台所、浴室など
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